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組
合
員
を
は
じ
め
、地
域
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

田
植
え
・
大
麦
の
収
穫
・
大
豆
の
播
種

と
続
い
た
農
作
業
も
一
段
落
し
、本
年
度

の
水
稲
の
生
育
に
つ
き
ま
し
て
は
順
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。〝
売
れ
る
、求

め
ら
れ
る
美
味
し
い
ア
ル
プ
ス
米
〞
づ

く
り
に
向
け
、生
産
者
の
皆
様
に
は
引
き

続
き
水
管
理
等
の
徹
底
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

５
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
３１
回

通
常
総
代
会
で
は
、付
議
議
案
全
て
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
も
偏

に
農
協
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
の
賜
と

衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
般
の
役
員
改
選
に
あ
た
り
、総
代
会

終
了
後
の
組
織
役
員
会
に
お
い
て
組
合

長
に
再
任
い
た
す
こ
と
に
な
り
、責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。新
し
い
執
行
体
制
で
よ
り
全
力

で
誠
実
に
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、近
年
の
農
業
・
農
協
を
取
り
巻

く
環
境
は
、中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
燃

油
や
飼
料
・
肥
料
・
生
産
資
材
の
高
騰
等

が
続
き
、農
家
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、自
己
資
本

の
充
実
と
内
部
統
制
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
確
実
に
構
築
す
る
と
共
に
、

持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立

を
目
標
に
、需
要
に
応
じ
た
農
産
物
の

生
産
支
援
と
、さ
ら
な
る
農
業
の
発
展

の
た
め
、自
己
改
革
の
実
践
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
と
し
ま
し
て
、組
合
員

の
皆
様
に
求
め
ら
れ
る「
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
」の
実
現
を
目
指
し
、

「
魅
力
あ
る
Ｊ
Ａ
」、「
信
頼
さ
れ
る
役
職

員
」と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、組
合
員
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、組
合
員
の
皆
様
が
今
後
も

益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

組
合
員
各
位
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、５
月
２３
日
の
組
織
役
員
会
に

お
き
ま
し
て
、代
表
常
勤
監
事
に
推
挙
し

て
頂
き
、そ
の
職
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。常
勤
監
事
と
し
て
３
年
間
努
め

て
参
り
ま
し
た
が
、改
め
て
代
表
監
事
と

し
て
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。組
合
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、Ｊ
Ａ
ア
ル
プ

ス
の
健
全
経
営
に
向
け
て
、監
査
の
充
実

を
図
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
Ｊ
Ａ
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、健
全
な
経

営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
経
営
基
盤

の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、組
合

員
・
利
用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
業
務
運
営

に
向
け
て
各
種
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。当

Ｊ
Ａ
で
は
令
和
元
年
度
の
会
計
監
査
人

制
度
の
導
入
を
機
に
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
基
本
方
針
を
策
定
し
、内
部
統
制
の
中

で
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
が
、不
祥
事

未
然
防
止
・
社
会
規
範
の
変
化
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
の
強
化
及
び
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の

実
効
性
の
向
上
な
ど
、リ
ス
ク
管
理
態
勢

へ
の
更
な
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
監
事
は
法
令
の
遵

守
、構
築
さ
れ
た
内
部
統
制
の
運
用
状
況

や
統
制
環
境
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢

の
実
効
性
、理
事
の
職
務
執
行
状
況
等
に

つ
い
て
、会
計
監
査
人
お
よ
び
内
部
監
査

部
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、健
全
な
事

業
運
営
・
経
営
を
期
し
て
監
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に

Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る
情
勢
は
更
に
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、監
事

と
し
て
常
に
公
正
不
偏
の
態
度
を
保
持

し
、経
営
課
題
へ
の
認
識
を
深
め
、経
営

状
況
の
推
移
と
環
境
変
化
を
把
握
し
、幅

広
い
視
点
か
ら
監
事
の
役
割
と
責
務
を

果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

終
わ
り
に
、組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、信

頼
さ
れ
る
監
事
と
し
て
一
層
の
自
己
研
鑽

を
重
ね
、皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
お

約
束
申
し
上
げ
、監
事
一
同
を
代
表
し
て

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

三
　
輪
　
　
聡

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
常
勤
監
事

石
　
田
　
勝
　
裕

就任のご挨拶
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代表理事組合長

〈上市地区〉
三輪　　聡

専務理事

〈東加積地区〉
金川　　充

常務理事

〈釡ヶ渕地区〉
桑原　武仁

理　事

〈立山地区〉
柴田　健治

理　事

〈上段地区〉
山﨑　正雄

理　事

〈東谷地区〉
伊東　竜一

理　事

〈利田地区〉
松原　幹昌

理　事

〈高野地区〉
遠藤　仁志

理　事

〈五百石地区〉
桺瀬　芳智

理　事

〈下段地区〉
細川　秀成

理　事

〈新川地区〉
田中　久博

理　事

〈宮川地区〉
金子　繁二

理　事

〈白萩地区〉
谷吉　浩和

理　事

〈南加積地区〉
酒井　　均

理　事

〈柿沢地区〉
山本　　裕

理　事

〈舟橋地区〉
喜田　義孝

理　事

〈山加積地区〉
大久保 憲治

理　事

〈中加積地区〉
深井　徳義

理　事

〈西加積地区〉
前佛　謙信

理　事

〈早月加積地区〉
浦田　孝志

理　事

〈北加積地区〉
小林　俊武

理　事

〈女性理事〉
宝嶋　洋子

理　事

〈女性理事〉
土肥 三保子

代表常勤監事

〈学識経験役員〉
石田　勝裕

アルプス農業協同組合 役員改 選に伴う新体制 〈理事〉

アルプス農業協同組合 役員改 選に伴う新体制 〈監事〉

監　事

〈大森地区〉
宮本　真治

監　事

〈相ノ木地区〉
髙城　清貴

監　事

〈浜加積地区〉
斉木 寿美男

監　事

〈員外〉
蔵島　大造
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アルプス農業協同組合アルプス農業協同組合
第��回 通常総代会開催第��回 通常総代会開催

アルプス農業協同組合
第��回 通常総代会開催

　ＪＡアルプスは5月23日、「第31回通常総代会」を北アルプス文化センターにおいて開催しました。
　三輪聡代表理事組合長の挨拶の後、宮川地区の井上寛氏を議長に選任し議事に移りました。
　事業計画では、「持続可能な食料・農業基盤の確立を目標に、需要に応じた農産物の生産支援とさらなる農業
の発展のため、自己改革の実践」に取り組み、求められるＪＡの実現を目指し、ＪＡの在り方を再考していきます。
　三輪聡代表理事組合長は「令和7年産うるち米一等比率は90パーセント、『富富富』についても97.2パーセント
と県平均を上回りました。これも生産者の皆様による適切な管理が行われたおかげと思っています。今後も生産
コストを下回らない価格として、農協に一俵でも多く出荷いただけるよう努めていきたい」と述べ、求められる米
の生産に一丸となって取り組むとしました。
　高温耐性品種の推進と水田フル活用などにより農業所得の増大と、農業生産の拡大を目標につなげることを
課題とし、ＪＡアルプスは「持続可能な食料・農業基盤の確立」を掲げ、求められるＪＡの実現を目指していきます。
　付議議案は下記のとおりです。

第
三
十
一
回  

通
常
総
代
会
付
議
議
案

■
第
一
号
議
案　
第
三
十
一
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

  〈
報
告
事
項
一
〉   

第
三
十
一
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記
表

　
　
　
　
　
　
　

 

及
び
附
属
明
細
書
の
件

  〈
報
告
事
項
二
〉   

第
三
十
一
年
度
部
門
別
損
益
計
算
書
の
件

  〈
報
告
事
項
三
〉   

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
の
件

■
第
二
号
議
案　
第
三
十
二
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

■
第
三
号
議
案　
一
般
社
団
法
人
ジ
ェ
イ
エ
イ
バ
ン
ク
支
援
協
会
入
会
の
件

■
第
四
号
議
案　
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク・Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
相
談
所
入
社
の
件

■
第
五
号
議
案　
第
三
十
二
年
度
賦
課
金
の
額
、賦
課
方
法
、徴
収
時
期

　
　
　
　
　
　
　
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

　
一
． 

賦
課
金
の
額

　
　
　
一
二
、五
九
九
千
円
以
内

　
二
． 

賦
課
方
法

　
　
　
令
和
八
年
八
月
一
日
現
在
に
お
い
て
賦
課
す
る
も
の
と
し
、

　
　
そ
の
基
準
は
次
に
よ
る
。

　
　
　
戸
数
割　
四
五
〇
円　
経
営
面
積
割　
十
ア
ー
ル
当
り
一
五
〇
円

　
三
． 

徴
収
時
期

　
　
　
令
和
八
年
十
月
三
十
日（
金
）ま
で
に
全
額
徴
収
す
る
。

　
四
． 

徴
収
方
法

　
　
　
こ
の
組
合
の
貯
金
口
座
か
ら
振
替
決
済
の
方
法
に
よ
る
。

■
第
六
号
議
案　
役
員
全
員
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
件

■
第
七
号
議
案　
理
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

　
　
理
事
の
退
職
慰
労
金
は
、在
任
中
の
労
に
報
い
る
た
め
、当
組
合
に

　
お
け
る「
役
員
退
職
慰
労
金
規
程
」に
基
づ
き
総
額
七
九
〇
万
円
以
内

　
と
し
、そ
の
具
体
的
金
額
、支
給
の
時
期
、方
法
な
ど
は
理
事
会
に
一
任

　
す
る
。

■
第
八
号
議
案　
監
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

　
　
監
事
の
退
職
慰
労
金
は
、在
任
中
の
労
に
報
い
る
た
め
、当
組
合
に

　
お
け
る「
役
員
退
職
慰
労
金
規
程
」に
基
づ
き
総
額
一
七
〇
万
円
以
内

　
と
し
、そ
の
具
体
的
金
額
、支
給
の
時
期
、方
法
な
ど
は
監
事
会
に
一
任

　
す
る
。

■
第
九
号
議
案　
第
三
十
二
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　
　
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、経
済
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮

　
し
て
、第
三
十
二
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
は
、総
額
四
、一
〇
〇
万

　
円
以
内
と
し
、そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
並
び
に
支
給

　
方
法
な
ど
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

■
第
十
号
議
案　
第
三
十
二
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　
　
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、経
済
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮

　
し
て
、第
三
十
二
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
は
、総
額
八
〇
〇
万
円

　
以
内
と
し
、そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
並
び
に
支
給
方

　
法
な
ど
は
監
事
会
に
一
任
す
る
。
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令和7年度決算報告
◆貸借対照表

◆損益計算書

令和8年2月28日現在

令和8年5月23日　北アルプス文化センター

第31回通常総代会が5月23日に開催されました。
審議の結果、全議案が可決されましたので、ご報告いたします。
第 1 号 議 案
第 2 号 議 案
第 3 号 議 案
第 4 号 議 案
第 5 号 議 案
第 6 号 議 案
第 7 号 議 案
第 8 号 議 案
第 9 号 議 案
第10号議案

第31年度事業報告及び剰余金処分案承認の件
第32年度事業計画設定の件
一般社団法人ジェイエイバンク支援協会入会の件
一般社団法人JAバンク・JFマリンバンク相談所入社の件
第32年度賦課金の額、賦課方法、徴収時期及び徴収方法決定の件
役員全員任期満了につき改選の件
理事の退職慰労金贈呈の件
監事の退職慰労金贈呈の件
第32年度における理事の報酬に関する件
第32年度における監事の報酬に関する件

資産の部 負債・純資産の部
流 動 資 産
固 定 資 産
外 部 出 資
繰 延 税 金 資 産

資 産 合 計

936億7,951万円
29億3,747万円
57億1,542万円

4,345万円

1,023億7,585万円

事 業 総 利 益
事 業 管 理 費
事 業 利 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
当 期 首 繰 越 剰 余 金
税効果調整積立金取崩額
土地再評価差額金取崩額
当 期 未 処 分 剰 余 金

13億8,447万円
13億2,582万円

5,864万円
5,952万円
173万円

1億1,644万円
3,330万円
2,895万円

1億2,079万円
2,946万円
9,133万円
5,022万円
111万円
986万円

1億5,252万円

流 動 負 債
固 定 負 債
繰 延 税 金 負 債
組 合 員 資 本 計

出 資 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
処 分 未 済 持 分

評 価・換 算 差 額 等
負 債・純 資 産 合 計

960億1,491万円
1億0,269万円
3億9,042万円
50億8,518万円
18億7,888万円
13億2,200万円
18億9,598万円
△1,168万円
7億8,265万円

1,023億7,585万円

出資配当は年2.0％の割合である。但し、年度内の増資及び新
規加入については日割計算をする。

任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目
標額、取崩（積立）基準等は次のとおりである。

次期繰越剰余金には営農指導・生活・文化改善の事業の費用に
充てるための繰越額5,000,000円が含まれている。

1.

2.

3.

◆剰余金処分
当 期 未 処 分 剰 余 金
剰 余 金 処 分 額

利 益 準 備 金
リ ス ク 管 理 積 立 金
施設整備等目的積立金
出 資 配 当 金

次 期 繰 越 剰 余 金

1億5,252万円
9,731万円
4,000万円
1,000万円
1,000万円
3,731万円
5,521万円

令和7年3月1日～令和8年2月28日

第31回 通常総代会報告
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◆総合財務計画

◆自己資本造成計画

指 導 事 業

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

加工・利用事業

高温耐性品種の推進と水田フル活用

つながり強化戦略　～利用者がつながりたくなるJAへ～

「保障充実の向上」に向けて組合員・利用者に安心を届ける活動の強化

経済事業の収益力向上と事業機能の強化

消費者ニーズに応じた農産物の販売及び農業施設の適正な運営管理

保管倉庫・施設の適正な運営管理と登録検査機関として公平で適正な検査業務の実施

農業施設の利用率向上と効率的な運営管理

資産の部 負債・純資産の部
流 動 資 産

固 定 資 産

外 部 出 資

繰 延 税 金 資 産

資 産 合 計

941億6,205万円

28億4,035万円

57億1,541万円

4,345万円

1,027億6,126万円

合 計

出 資 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

リスク管 理 積 立 金

担 い 手 対 策 資 金

施設整備等積立金

税効果調整積立金

当期未処分剰余金

処 分 未 済 持 分

51億3,054万円

19億0,000万円

13億2,200万円

19億2,022万円

8億7,000万円

10億5,022万円

6億2,000万円

1億0,000万円

1億7,000万円

4,345万円

1億1,677万円

△1,168万円

流 動 負 債

固 定 負 債

繰 延 税 金 負 債

組 合 員 資 本 計

評 価・換 算 差 額 等

負 債・純 資 産 合 計

963億4,186万円

1億1,579万円

3億9,042万円

51億3,054万円

7億8,265万円

1,027億6,126万円

◆総合損益計算書
事 業 総 利 益
事 業 管 理 費
事 業 利 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
当 期 首 繰 越 剰 余 金
税効果調整積立金取崩額
土地再評価差額金取崩額
当 期 未 処 分 剰 余 金

14億2,477万円
13億7,274万円

5,202万円
5,369万円
302万円

1億0,269万円
―

1,000万円
9,269万円
3,113万円
6,156万円
5,521万円

―
―

1億1,677万円

第32事業年度（令和8年度）事業計画

第32事業年度 事業方針
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942億2,755万
117億0,789万

1,965億2,201万
22億6,384万
10億8,885万

7,108万
18億7,887万

組合員数 ：5月末現在
正組合員数 ： 7,743 人（-7）
准組合員数 ： 4,378 人（±0）

協同の力 令和8年度4月末
皆様からの貯金高
皆様への貸出金
長期共済保障額
年金共済保有契約額
購買品供給高（税抜）
販売品販売高（税込）
皆様からの出資金

※理事会報告より

※（　）内は
前年比

組合員
資格確認の
お願い

組合員資格に変更が
あった場合、お手数
ですが最寄りの当
農協支店で手続き
をお願いします。

意見・要望  窓口

フリーダイヤル

0120-727-375
8：30～17：00（土・日・祝除く）

ホームページ

https://ja-alps.jp/

5月
定例理事会 令和8年5月21日（木）開催

１.
２.
３.
４.

4月末事業実績について
4月末販売実績・保管料・購買実績について
余裕金運用実績について
ＡＬＭ委員会報告について

5.
6.
7.

リスク管理委員会報告について
ＪＡアルプスふれあいフェア2026について
組合員加入・脱退報告について

１～7について各担当部より報告がありました。

なお、詳細については各部・支店へお問い合わせください。また、理事会議事録は本店及び各支店に備え置いてあります。

臨 時 理 事 会
令和8年5月26日(火）開催

第１号議案 行政庁提出用業務報告書承認の件
行政庁提出用業務報告書が承認されました。

第2号議案 組合から子会社への貸付契約に係る理事会承認の件
組合から子会社への貸付契約が承認されました。

第3号議案 令和７年産飼料用米仮精算金の件
令和７年産飼料用米仮精算金が承認されました。

第4号議案 経理規程の一部変更の件
経理規程の一部変更が承認されました。

第5号議案 固定資産処分の件
固定資産処分が承認されました。

第6号議案 組合員の出資金一部減資に係る理事会承認の件
組合員の出資金一部減資が承認されました

第7号議案 令和７年度決算監事監査指摘事項整理顛末報告書の件
令和７年度決算監事監査指摘事項整理顛末報告書が承認されました

報
告
事
項

付
議
事
項

第１号議案 役員順位の件
役員順位が承認されました。

第2号議案 理事委員会並びに関連会社役員構成の件
理事委員会並びに関連会社役員構成が承認されました。

第3号議案 理事の報酬の件
理事の報酬が承認されました。

第4号議案 役員退職慰労金贈呈の件
役員退職慰労金贈呈が承認されました。

第5号議案 第32事業年度（令和８年度）経済事業にかかる理事との契約の件
第32事業年度（令和８年度）経済事業にかかる理事との契約が承認されました。

付
議
事
項

なお、詳細については各部・支店へお問い合わせください。また、理事会議事録は本店及び各支店に備え置いてあります。
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　 5 月 3 0
日、新嘗祭に
献上する米の御田植
祭が立山町上金剛寺
で開かれました。
　御田植祭は上金剛寺
献穀田協力会が中心と
なり、地元住民や富山県・
立山町・ＪＡアルプスなど
が集まリ、上金剛寺八幡宮の
境内で神事が行われました。
　

　立山町から奉耕者が選ばれたのは26年ぶりで、今年の奉耕
者に選ばれた農事組合法人たてやま営農組合の元代表理事の
坂井美信氏は、昨年11月に緑白綬有功章を受賞されています。
　御田植祭では、早乙女衣装に身を包んだ地元の小学生、坂井
千陽さん（小6）仁和茉悠香さん（小6）坂井望織さん（小5）が同
法人が管理する圃場の一角でコシヒカリの苗を植えました。
　奉耕者の坂井美信氏は「覚悟を決めて収穫まで圃場を見守っ
ていきます」と挨拶しました。
　9月26日には抜穂祭が行われる予定です。

　ＪＡアルプス

　5月30日、「田植え体験日帰りバスツアー」を上東地域活性化セン
ター(立山町)で開催しました。
　ツアーは、平成22年から行っており、アピタ・ピアゴ・ユーストア・
MEGAドン・キホーテ・ＪＡ全農とやま・ＪＡアルプスが共同企画し開
催しています。
　ＪＡアルプスの立山町産コシヒカリは、卸業者を通じて、ユニー（ア
ピタ・ピアゴ・MEGAドン・キホーテ）で販売されており、今年は1,820通の応募の中から中京圏の小学生親子20組(40名)

が抽選で選ばれ招待されました。
　ツアーの田植え体験では、地元の農事組合法人上段中部営農の協
力のもと同法人の圃場で行われ、ＪＡアルプスの職員から苗の植え方
の指導を受けた参加者は裸足で圃場に入り、田植えを楽しみました。
　また、田植機に乗って田植えを行う体験も行われ、参加者は「良い体
験になった」と話しました。
　中京圏では、立山町産コシヒカリの需要が高いことから、今後もＪＡ
アルプスは高品質米の生産に努めていきます。

植え体験田田田5
30 中京圏親子20組招待

穀田で御田植祭献献献5
30 早乙女が田植え

©よい食プロジェクト

©よい食プロジェクト

田植えを楽しむ親子たち田植えを楽しむ親子たち田植えを楽しむ親子たち

早乙女の田植えのようす早乙女の田植えのようす早乙女の田植えのようす
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　滑川市立北加積小学校は6月5日、新大正糯の田植え体験を
学校田で行いました。
　田植え体験は、同小学校の5年生35名と北加積公民館・農事
組合法人きたかづみ・ＪＡアルプスが協力し、約10アールの圃場
で行いました。
　ＪＡアルプスの富宮新営農指導員が、植え付け本数や位置、苗
の持ち方や植え付けの深さを説明し、児童たちは裸足で田んぼ
に入り、土の感触に驚きながらも丁寧に手植えを行いました。
　同小学校では毎年5年生が授業の一環で田植えと稲刈り体験
を行っており、大半の児童は田植え初挑戦で「田んぼの中で足が抜けなくなった。田んぼで尻もちをついた。植えるのは疲
れたけどとても楽しかった」と、泥だらけになりながらも笑顔で田植えを楽しみました。
　稲刈りは10月中旬を予定しており、11月下旬には収穫した新大正糯を使い学校でもちつきを行う予定です。

だらけ全力田植え泥泥泥6
5 滑川市立北加積小学校

　上市町薬用作物生産組合は5月16日、「町花シャクヤクPR体験
会」を同組合の碓井秀臣組合長の圃場（上市町）で開催しました。
　体験会には上市町の親子を含め20名が参加し、約4アールで栽培
された白やピンクのシャクヤクの摘み取りを楽しみました。
　同組合は令和5年に生産組合を設立、9経営体が73アールでシャ
クヤクの作付けを開始しました。
　今年は15経営体が1.7ヘクタールで栽培を行っており、年々生産者と作付面積の拡大を図っています。
　シャクヤクは古くから漢方薬などに用いられており、同組合ではシャクヤクの根を出荷することから、根に栄養を集中さ
せるために蕾を付け始めた頃に切り落とし、10月頃に掘り起こして出荷しています。
　同町では令和5年にシャクヤクの花を町花として追加登録を行ったこともあり、シャクヤクの花を多くの町民に、親しみ
を持って知ってほしいとして、摘み取り体験が企画されました。
　摘み取ったシャクヤクの花はプリザーブドフラワーに加工し、今年の夏頃に
フラワーアレンジメント体験会が開かれる予定です。
　同組合は今後も同町と協力し、栽培技術の向上と生産拡大を目指し取り
組んでいくとしました。

花「シャクヤク」をPR町町町5
16 上市町薬用作物生産組合

摘み取りのようす摘み取りのようす摘み取りのようす

©よい食プロジェクト

▲泥だらけになりながら田植えを楽しむ児童たち
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　ＪＡアルプスは6月10日、「令和8年産大麦初検査」をJAアル
プス宮川2号倉庫で開きました。
　ＪＡアルプス農産物検査員による厳正な検査の結果、ファイ
バースノウ64,000キログラムが全量1等に格付けされました。
　富山県富山農林振興センターの令和8年産大麦の生育概況

では、「成熟期は
平均で5月24日で近年値より5日早くなり、収穫は5月25日から始まり盛期
は6月1日頃となった。また穂数が平年より少なくなっていることから収量は
やや少なくなると見込まれる」と報告がありました。
　ＪＡアルプスの三輪聡代表理事組合長は「良質な大麦の生産に努めてい
ただき農家所得の向上につなげていきたい」と述べ、引き続き丁寧な乾燥
調製作業を行い、良品質な大麦の出荷に努めるとしました。

量1等格付け全全全6
10 JAアルプス大麦初検査

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル 頭 体操の
二重マスの文字をA~Eの順に並べて
できる言葉はなんでしょうか？

出題●ニコリ

Q

答えは15ページに掲載しています。

ヨコのカギ タテのカギ

©よい食プロジェクト

品質概況は以下のとおり
■容積重は、前年並み。千粒重も前年並み。
■粒形、粒ぞろい、充実度、光沢は前年よりやや良い。
■被害粒等の混入は前年並み。
■品質は総体的に前年並み。

▲▼ＪＡアルプス農産物検査員による初検査のようす
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品　名 用　途 品　名 用　途 品　名 用　途
アグロスリン乳剤、水和剤

アドマイヤー顆粒水和剤、水和剤

アドマイヤーフロアブル

エルサン乳剤

オリオン水和剤

ガードホープ液剤

ガスタード微粒剤

ガゼット粒剤

クロレートSL

コテツフロアブル

サンマイトフロアブル、水和剤

スカウトフロアブル

園芸殺虫

水稲、園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺菌

水稲、園芸殺虫

除草剤

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

除草剤

園芸殺菌

園芸殺虫

園芸殺菌

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺菌

水稲、園芸殺虫

水稲、園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

水稲殺菌

園芸殺虫

園芸殺虫

除草剤

園芸殺虫

園芸殺虫

園芸殺虫

野ソ駆除

園芸殺菌

園芸殺虫

ダイアジノン乳剤40

ダイアジノン水和剤34

デゾレートA、AZ粒剤

デランフロアブル

テルスターフロアブル

トリフミンジェット

バイデートL粒剤

ハクサップ水和剤

パーマチオン水和剤

バスアミド微粒剤

パダンSG水溶剤

パダン粒剤４

ハチハチ乳剤

バリアード顆粒水和剤

ビームゾル

ピラニカEW、水和剤

フォース粒剤

プリグロックスL

マブリック水和剤20

モスピラン顆粒水溶剤

モスピランジェット

野ソ用ヤソヂオン

硫酸銅

ロディー水和剤

※下記農薬は、毒劇物のため配達は出来ません。（赤字は毒物、他は劇物）
※下記農薬は、毒劇物のため引取り時に受領印鑑が必要です。

参考資料：令和8年農薬年度 農薬価格表より（令和8年１月）JAアルプスJAアルプス
主な取扱毒劇物  品名一覧表主な取扱毒劇物  品名一覧表

熱中症にご注意を！熱中症にご注意を！熱中症にご注意を！熱中症にご注意を！熱中症にご注意を！熱中症にご注意を！

問 合 せ 先 富山県生活環境文化部環境政策課 （TEL:076-444-8727）

熱中症の予防には
？

熱中症の予防には
？熱中症の予防には
？

熱中症の予防には
？

・気温が高い時間帯の作業は避ける
・ビニールハウスや温室での作業は特に注意！
・やむを得ず作業を行う場合は十分な対策を！

　気象庁の予報では、今年の夏も高温になることが予想されています。
　昨年度は、県内で農作業中に熱中症で救急搬送された事例が複数発生して
おり、熱中症の予防と、熱中症が疑われる場合の速やかな対処が重要です。

・こまめな休憩や、水分・塩分補給　・単独での作業は避ける（複数名で声をかけあう）
・熱中症対策アイテム（帽子・吸湿速乾性の衣類・空調服等）の活用

こんな日は注意！こんな日は注意！こんな日は注意！こんな日は注意！

・暑くなり始めや、急に暑くなった日
・風がない日や湿度が高い日
・暑さ指数（WBGT）が28以上の日

暑さ指数は、
環境省 熱中症
予防情報サイト

で確認
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　ＪＡアルプス女性部は５月３０日、「親と子のつどい～今の薬と昔
の知恵　親子研究室～」を上市町働く婦人の家で開催しました。
　今回８組の親子（20名）が参加し、株式会社池田模範堂を講師
に招き、「MUHIの出張授業」とコラボし、「今の薬と昔の知恵　親
子研究室」と題して、世界中で使われている虫刺され薬「ムヒ」の
秘密を資料や動画で学びました。

　また「ドクダミ」を使用した軟膏づくりにもチャレンジ
し、参加者からは「どくだみ軟膏作りが楽しかった！」「ドクダミに複数の
種類があることを知って驚きました」「実物を見て触って細部まで観察し
て興味深かったです。」と、身近な植物を深く学ぶ機会になりました。
　「親と子のつどい」は子供たちの健全な育成を地域ぐるみで支えること
を目的に開催しており、年に1回開催しています。
　開催案内は広報アルプスやインスタグラムにて掲載しますので、
ぜひ参加してみてください。

JAアルプス
女性部 親と子の
つどい

フォロワー募集中！

JAアルプスInstagram
JAアルプスのフェア、イベント、営業、地域、農業などに関する
お得な情報を発信しています！

親と子の
つどい

2026

親と子の
つどい
親と子の
つどい

あありり
ががととううごご

ざざいいままししたた！！ごご参参
加加いい
たただだきき

あり
がとうご

ざいました！ご参
加い
ただき
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健診受診日カレンダー 令和8年6月9日現在

健診日

3日（月）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
24日（月）
25日（火）
27日（木）
31日（月）
2日（水）
7日（月）

3
4
4
3
4
4
4
3
4
4
6
2
3

0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
2
0
1

9日（水）
10日（木）
11日（金）
16日（水）
17日（木）
25日（金）
28日（月）
29日（火）
30日（水）
1日（木）
5日（月）
8日（木）
14日（水）

3
3
3
4
3
2
5
5
5
2
2
1
4

0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
0
0
0

16日（金）
20日（火）
23日（金）
27日（火）
30日（金）

2
3
3
2
3

0
0
1
0
1

健診日受診
可能人数

胃カメラ
可能人数

受診
可能人数

胃カメラ
可能人数 健診日 受診

可能人数
胃カメラ
可能人数

8
月

9
月

10
月

9
月

10
月

※受診日カレンダーから受診する日を選択してく
　ださい。

※健診日の変更、キャンセルは、お控えください。
　やむを得ず変更されたい場合はお早めにご連
　絡ください。

厚生連健診センター
日帰り人間ドック お申し込み先 経済部生活総合課 TEL 076-472-0581

　JAアルプスでは、組合員の健康を守る活動を通して、正組合員とその同居家族及び
准組合員を対象に、日帰り人間ドック費用の助成を行っています。

2026年度

受診日について
下記受診日以外に受診希望の方は、
お問い合わせください。

健診料のお支払いについて
受診した翌々月の20日頃に、指定口座より決済させて
いただきます。

健診場所
健 診 料 

：
：
滑川健康管理センター （厚生連滑川病院内）

日帰り人間ドック

※1　受診者全員（検査内容により助成金が異なります）　　　　※2　生命系共済に限ります。
※3　JAアルプスの正組合員とその同居家族及び准組合員

性別

男性 38,500円 最高 8,000円 最高 5,000円
最高 5,000円最高 9,470円46,200円

2,000円 23,500円
29,730円2,000円女性

一般健診料 厚生連助成※1
JAアルプス組合員助成 個人負担金JA共済加入有※2 出資有※3

検査内容
問診 ・ 内科診察 ・ 健康相談 ・ 身体測定 ・ 血圧・視力 ・ 眼圧 ・ 聴力 ・ 心電図 ・ 呼吸機能 ・ 胸部X線 ・
胃検査 ・ 尿検査 ・ 便潜血 ・ 血液検査 ・ 腹部超音波

※胃カメラ検査を希望される場合は、早めの予約をお願いします。予約ができない場合は、日程調整をさせていただきますのでご了承ください。

※女性は、子宮がん検診、乳がん検診が加わります。

オプション検査  （個人負担金にプラスされます・要予約）
●胃カメラ検査 （1日定員あり）
●脳ドック（1日3人まで）…………
●肺CT検査…………………………
●喀痰検査……………………………
●骨密度検査…………………………
●CT内臓脂肪測定検査……………
●PSA検査 （前立腺ガンの検査）…
●甲状腺検査…………………………
●ピロリ菌抗体検査 （血液）…………

22,000円
6,600円
2,420円
2,760円
2,100円
1,550円
3,300円
890円

●ペプシノゲン検査………………………
●頸動脈超音波検査（1日3人まで）………
●BNP検査……………………………………
●乳房超音波検査……………………………
●もの忘れ健診（1日4人まで）………………
●尿中ナトリウム（Na）カリウム（K）測定……
●MCIスクリーニング検査………………
※乳房超音波検査は乳がん検診（マンモグラフィ）を受けられた
　方の追加オプション検査です。

2,420円
3,850円
1,540円
3,850円
1,650円
550円

22,000円

令和8年
  4月1日～
令和9年
  3月10日
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6日6日㈭

20日20日㈭
27日27日㈭

13日13日㈭
2日2日㈭

16日16日㈭
23日23日㈭

9日9日㈭

7月の税務相談会（予定） 8月の税務相談会（予定）

税理士の都合によって、税務相談会が変更になることがあります。次回の広報のJAアルプスカレンダーをご確認のうえ、お越しください。

たてやま支店
本店
なめりかわ支店
本店

13:00～15:00
13:00～15:30
13:00～15:00
13:00～15:30

たてやま支店
本店
なめりかわ支店
本店

13:00～15:00
13:00～15:30
13:00～15:00
13:00～15:30

住宅ローン・マイカーローン・教育ローン
フリーローン・リフォームローン・農業資金

ローン相談会のご案内
お気軽にご相談ください

住宅新築の資金はもちろんのこと、他金融機関からの住宅新築の資金はもちろんのこと、他金融機関からの
借換やリフォームのご相談も承ります。借換やリフォームのご相談も承ります。
マイカーローン等、その他のお借入のご相談もマイカーローン等、その他のお借入のご相談も
お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。

たてやま支店
上市支店
なめりかわ支店

TEL 076-463-0560
TEL 076-472-0580
TEL 076-475-0138

開
催
場
所

8 23（日）
9:00～15:00

7 26（日）
9:00～15:00

いつもJAバンクをご利用いただきありがとうございます。
このたびJAバンクはお客様へのサービスや利便性の向上を目的としたシステム更改に
伴い、誠に勝手ながらATM・JAネットバンクなどのサービスを一時休止させて
いただきます。
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

JAバンクからの
　　大切なお知らせATMなどのサービスを

一時休止させていただきます。

7.19（日）
全取引休止
終　日

7.20（月・祝）
全取引休止

0：00～12：00

8.15（土）
全取引休止

21：00～24：00

8.16（日）
全取引休止
0：00～8：00

現金のお引き出しは
お早めに。

お客様にはご不便をおかけ
し誠に申し訳ございません
が、あらかじめ現金をお引き
出しいただくなどのご準備
をお願い申し
上げます。

休止する
サービス
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7月号広報アルプスができあがりました。
3ページには今回の総代会で承認された各地区の理事の皆様をご紹介させていただいており
ますのでご覧くださいませ。
7月号の農業ニュースでは広報を担当して初めて「御田植祭」の取材をさせていただきました。
貴重な行事を始まりから終わりまで見ることが出来、学ぶことが多い取材体験となりました。
関係者の皆様ありがとうございました。
さて、ここからは個人的に嬉しかった出来事になりますが、
先日お電話にて広報アルプスについてお褒めの言葉をいただきました。
編集後記まで楽しみにしていただき、「隅々まで広報読んでるよ」と、
作り手にとってうれしいお言葉をいただきました。
毎月読んでいただいている皆様、ありがとうございます。
今後も皆様にとってより良い広報誌づくりに励んでまいります。 （広報担当　オオノ）
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❶ 令和7年度出資金残高通知書並びに出資配当計算書の送付について

❷ 住所変更や組合員資格の変更等があった場合の届出について

　第31回通常総代会（令和8年５月23日）の後、組合員の皆さまに「令和7年度出資金残高通知書
並びに出資配当計算書」を送付いたします。
※（令和8年２月28日時点の出資額に応じて出資配当金を計算し、第31回通常総代会開催時点の
　組合員の皆様には、７月上旬の郵送を予定しています。）

●書状が届きましたら、組合員の氏名・住所等の記載内容をご確認ください。
●現在、当組合では出資証券は発行しておりません。書状に記載されている出資口数及び出資
　配当金を確認のうえ、大切に保管してください。

　組合員資格に変更が生じた場合は、定款の定めるところにより、
書面にて届け出の手続きをしていただく必要があります。
　右記の情報等に変更があった場合は、お手数ですが最寄りの支店
窓口までご連絡ください。
　ご理解とご協力のほど、重ねてお願いいたします。

主な変更事由
・住所、氏名の変更
・組合員の死亡
・配当金振込口座変更
  （JAアルプスの口座に限る）

住所などの変更はありませんか？ 住所などの変更はありませんか？ 
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営
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